
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1学期の成長を振り返る 

校長 赤松 政彦 

今月は 9日（水）から 1泊 2日の行程で 2年生の宿泊研修が無事に終了しました。1８日（金）

には、1年生が校外学習で白老町のウポポイを見学しました。今回の経験と課題を、２学期からの

学級や学年の絆や活動のステップアップにつなげてほしいと思います。 

1学期はほとんどの学校行事が天候に恵まれ、予定していた教育活動も無事に終えることができ

ました。保護者及び地域のみなさまには、学校行事や PTA 活動等に対するご理解とご協力に心か

ら感謝申し上げます。 

 本日の終業式では、1学期のしめくくりとして、全校生徒に次のような話をしました。 

 

 新学期スタートから約３か月半、どんな１学期だったでしょうか。４月からの自分の成長を実感

できていますか。または自分の課題が見つかっていますか。今日は、４月に各学年に伝えたことば

をキーワードにして、自分の１学期を振り返ってほしいと思います。 

◎１年生･･･入学式で「新しい自分を発見する」という話をしました。小学校の時とは違う 

新しい自分は見つかりましたか。自分の成長を実感しているでしょうか。 

◎2年生･･･始業式で「頼りになる学年」にと伝えました。昨年よりも余裕が生まれた分を、 

仲間へのやさしさや頼りにされるような行動につなげられたでしょうか。 

◎3年生･･･「あこがれの学年」であってほしいと伝えました。最高学年として、学校行事 

や部活動などで、後輩があこがれるようなことばや態度だったでしょうか。 

今話した内容は各学年に向けた願いなので、合格点や基準はありません。ひとりひとりが 1学期

を振り返るキーワードにしてほしいと思います。１学期の課題やこれからの目標を見つけている人

（または夏休み中に見つかった人）は、それを２学期にぜひ取り組んでください。学習、部活動、

自分自身の考え方や行動など何でもいいと思います。小さなことでもかまいません。2学期の目標

をしっかりともって始業式を迎えてください。 

心と体の健康に気をつけて（自転車による事故や水の事故には特に気をつけて）、楽しく充実し

た夏休みを過ごしてください。ちょうど 1 か月後の 8 月２５日に、みなさんが元気に登校してく

るのを待っています。  

 

 保護者のみなさまは、お子様の１学期の成長を感じているでしょうか。もし、毎日一緒

にいるから感じないというご家庭は、夏休み中に、ぜひ１学期の学校生活（学級、部活動、

友人関係等）のことを話題にしていただけたらと思います。何気ない会話から、本人が成

長を自覚したり確かめたりする機会にもなります。今後も子ども達の成長をご家庭で見守

っていただき、学校と共有しながら育んでいきたいと思います。 

2学期も引き続き本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願い致します。 

苫小牧市立緑陵中学校 

学 校 便 り 
「学校教育目標」 学ぶ力を育む生徒 豊かな心を育む生徒 健康な身体を育む生徒 
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１日(金) ３年三者懇談（7/31～8/1） 

１２日(火)  学校閉庁日 

１３日(水)  学校閉庁日 

１４日(木)  学校閉庁日 

１５日(金) 学校閉庁日 

２５日(月) ２学期始業式 

２８日(木) 全学年学力テスト 

２９日(金)  みどりの実収穫祭特別日課開始 

胆振中体連 

・卓球  

男子シングルス 優 勝   

   全道大会（8/1～8/3 恵庭市）出場 

 ・バドミントン 

男子シングルス ベスト８  

第44回全日本ジュニアバドミントン苫小牧地区大会  

男子シングルス 第４位  

サッカー苫小牧地区カブスリーグ 

西部拠点校 1-0 ウトナイ リレーションＦＣ 

サッカーライオンズ杯 

西部拠点校 4-1 東部拠点校Ｃ 

西部拠点校 0-4 東部拠点校Ａ 

 

７月１日に、市内の各小・中学校の児童生徒の代表が一堂に会し、いじ

めのない学校づくりに向け、各校の取組について交流する「第13回苫小牧

市いじめ問題子どもサミット」が開催されました。 

本校からは、生徒会執行部の２名がオンラインで参加し、「いじめが起

こりにくい集団にするためには、やめてほ 

しいことはやめてと言える雰囲気や周りの 

人が見て見ぬふりをしないことが大切。」 

と提言しました。 

７月９～１０日に札幌市内で宿泊研修を実施しま 

した。 

初日の市内自主研修では、事前にグループごとに 

作成した計画に基づき、青少年科学館、白い恋人パ 

ーク、北大総合博物館などを見学しました。 

 ２日目は、１４グループに分 

かれ専門学校を訪問しまし、就 

業に必要な知識や技術を、体験 

活動を通して学びました。 

この２日間の研修を通して、 

集団行動はもとより、礼儀やマ 

ナー、思いやりなど、今後の学 

校生活や社会で役立つ力を一層 

伸ばすことができました。 

７月１８日、白老町の民族共生象徴空間「ウ

ポポイ」を訪問する校外学習を実施しました。 

ウポポイでは、博物館展示やアイヌの伝統

芸能の鑑賞、アイヌ料理体験などの活動を通

して、アイヌ民族の 

歴史や文化について 

学びました。 

 

７月１日、SOGI-Mamii’sの高橋愛紀さんを 

講師として、１年生LGBT教室を実施し、身体の

性、性指向、性自認など、性の多様性について

理解を深めました。 

また、７月１４日、助産師の吉裕子さんを講

師として、３年生性教育を実施し、性的同意の

必要性、妊娠や性感染症など性行為のリスク、

避妊方法などについて学習しました。 

７月２８～３０日、苫小牧市の中学生広島派

遣事業に、本校を代表して３年の    さん

が参加します。 

派遣当日に先立ち、７月１１日に実施された

事前研修の際、全校生徒で制作した千羽鶴を持

参しました。この千羽鶴は、広島平和祈念公園

に奉納されます。 

１年LGBT教室 

３年性教育講演会 


